
経済データで見る「最近の世界経済動向（２０１４年１０月～２０１５年１月）」  ＊青字は悪化指数、%は前年比 ２０１５.１.２６.現在  日本機械輸出組合 

 ２０１４年１１月 ２０１４年１２月 ２０１５年１月 最近の経済動向 
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-５日 G20､経済回復続くが雇用創出不足 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油 4 日 81.60 ㌦、28 日 68.40 ㌦ 

 ７日 OPEC 17 年までに 6％減産 

-10 月：半導体販売 9.6%増 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油 2 日 70.10 ㌦、17 日 55.90 ㌦､24 日

57.6 ㌦ 

-11 月：半導体販売 9.1%増 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油 5 日 53.3 ㌦、20

日 42.7 ㌦､23 日 44.8 ㌦ 

-10-12 月：ﾊﾟｿｺﾝ出荷 2.4%減

･欧州経済の回復力弱い。米経済は消費・生産･投

資堅調。中国経済は減速も７%台成長維持､その他

の BRICS 低成長｡ﾍﾞﾄﾅﾑは 6％台､ﾏﾚｰｼｱ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､ｲ

ﾝﾄﾞﾈｼｱ､ｲﾝﾄﾞは 5％台、ｼﾝｶﾞ 2％台､タイ 1％台成長｡ 

 
 
日 
 
 
本 

-株価：10 日 16,780､14 日 17,490､28 日 17,459 

-雇用：10 月:失業率 3.5％､0.1 ﾎﾟ改善、 

-所得：10 月：現金給与総額 0.5%増､実質 2.8％減､勤労者世帯

収入 1.2％増､実質 2.1％減 

-消費：10 月：消費支出 4.0%減、７か月－､小売販売額 1.4％増､

車販売 6%減、住宅着工 12.3%減 

-受注：10 月:機械 1.4％減､工作機械 30.8%増、産業機械 0.7%

減､10-12 月：機械 9.1％増 

-生産：10 月:鉱工業 0.8％減､前月比 0.4%増､ 

-貿易：10 月：輸出 9.6％増､輸入 2.7％増 

-収益：4-9 月:経常益:上場企業 10%増、ﾘｰﾏﾝ前超､製造業 13%

増、営業益：ｼｬｰﾌﾟ 14%減､ﾐﾈﾍﾞｱ 85%増､純益：三菱商 15%増､三

井物 9%増､丸紅 17%増､伊藤忠 1%増､川重 39%増､IHI64%増､ｺﾏ

ﾂ 1%減､ｸﾎﾞﾀ 2%減､日揮 2%増､千代化 20%減､日立ﾊｲﾃｸ 4.2 倍､

ﾌｧﾅｯｸ 88%増､村田製 43%増､ｷｰｴﾝｽ 33%増､最終損：住商 384

億円､今３月期：上場企業 3%増 

-投資：10 月：機械受注民需 4.9%減､10-12 月：機械受注民需

9.1％増 

-財政・金融：28 日:経済対策閣議決定 3.5 兆円 

-長期金利：24 日 0.31 

-株価：８日 17,935､１６日 16,755､30 日 17,450 

-雇用：11 月:失業率 3.5％横這 

-所得：22 日冬ボーナス 5.5％増､11 月：現金給与

総額 1.5%減､実質 4.3％減､勤労者世帯収入 1.1%

減､実質 3.9％減 

-消費：11 月：消費支出 1.7%増､実質 1.2%減、8 か

月－､小売販売額 0.4％増、5 ヶ月連続ﾌﾟﾗｽ､車販

売 9%減、住宅着工 14.3%減 

-受注：11 月:工作機械 36.6%増(海外 49.6％増)､産

業機械 3.4％減 

-生産：11 月:鉱工業前月比 0.6%減､自動車 12.2%

減 5 か月－ 

-貿易：8 日 1$：121 円台､11 月：輸出 4.9％増､輸入

1.7％減 

-投資：11 月：機械受注民需前月比 1.3%増 

-財政・金融：10 日:政府補正

予算決定 3.1 兆円､14 日新年

度一般会計予算 96.3 兆円過

去最大 

-長期金利：5 日 0.32､19 日

0.2､22 日 0.31 

-株価 ：5 日 17,408､14 日

16,795､23 日 17,511 

-消費：12 月：車販売 2.1%増 6

カ月ぶり＋、2014 年：車販売

3.5%増 

-受注：12 月:工作機械 33.9%

増､2014 年：車販売 2.1%増、

工作機械 33.8%増、 

-貿易：16 日 1$：116 円台 

 

(前々月) ・GDP7-9 月は1.9％減と二期連続ﾏｲﾅｽ｡

失業率 3.5％と 0.1 ﾎﾟ改善｡所得はﾌﾟﾗｽも実質はﾏｲ

ﾅｽ､車販売減少幅拡大､住宅は大幅な落込で消費

は７カ月連続でﾏｲﾅｽ｡輸出は3 カ月連続ﾌﾟﾗｽ。機械

受注２カ月連続ﾏｲﾅｽ､投資はﾌﾟﾗｽ基調､生産は増

加の兆し｡景気は消費はﾏｲﾅｽが､生産､投資に回復

の兆し。経常益4-9月期は10％増で自動車､機械好

調､電機回復｡株価は 17 千円台回復も原油安､ﾛｼｱ

通貨危機で一時下落｡景気回復持続､財政赤字の

縮小が課題｡大幅貿易収支赤字が懸念材料 

(前･当月)･GDP7-9月は1.9%減と二期連続ﾏｲﾅｽ｡失

業率 3.5%横這｡所得は名実ともﾏｲﾅｽ､車販売はﾌﾟﾗ

ｽへ､住宅は大幅な落込続く｡消費は8 カ月連続実質

ﾏｲﾅｽ｡輸出は 3 ｶ月連続ﾌﾟﾗｽ｡機械受注 2 ｶ月ﾏｲﾅ

ｽ､設備投資はﾌﾟﾗｽへ､生産は縮小傾向｡景気は消

費のﾏｲﾅｽが続き､投資はﾌﾟﾗｽへ､生産は縮小で弱

含み｡経常益 4-9 月期は 10%増で自動車､機械好

調､電機回復｡株価は原油安､ﾛｼｱ通貨危機で一時

下落も 17 千円台維持｡ 景気回復持続､財政赤字

の縮小が課題｡大幅貿易収支赤字が懸念材料 
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-株価：上海 7 日 2,418、28 日 2,682 

-中国：21 日 貸出基準金利 0.4%下げて 5.6%、預金基準金利

0.25%下げて 2.75%へ 10 月：輸出 11.6%増、輸入 4.6%増、製造業

景況感 50.8 3 ﾎﾟ低下、工業生産 7.7%増､小売総額 11.5%､新車

販売 2.8%増 198 万台、1-10 月：固定資本投資 15.9%増､対中投

資 1.2%減､不動産販売 7.9%減､7-9 月:純益:ﾚﾉﾎﾞ 19%増 

-韓国：10 月：輸出 2.5%増 

-台湾：10 月：輸出 0.7%増、海外受注 13.4%増、鉱工業生産 9%

増､7-9 月：純利:ASUS18%増、 

-東南ｱｼﾞｱ 6 ｶ国：10 月：車販売 5%減 27.3 万台 

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：10 月：車販売 32.6%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：１８日 0.25%引上げ 7.75%､10 月：車販売 6％減､消費

者物価 4.8%高 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：10 月：車販売 45.3%増 

-ﾀｲ：5 日：政策金利 2%据置､10 月：車販売 20.4％減､ 

-ﾏﾚｰｼｱ：10 月：車販売 1.6%減 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ：10 月：69.1%増 

-ｲﾝﾄﾞ：10 月：車販売 6.7％減営業日 1 日少 

-株価：上海 1 日 2,680、3１日 3,234 

-中国：１２日工作会議､高速成長→7％前後中高速

へ､21 日貸出金利 0.4％下げ年 5.6％へ､11 月：小

売総額 11.7％増､輸出 4.7%増、輸入 6.7%減､新車

販売 2.3%増、工業生産 7.2%増､乗用車生産 4.5％

減､製造業景況感50.3 0.5ﾎﾟ低下､1-11月：固定資

産投資 15.8％増､不動産販売 7.8％減､ 

-韓国：11 日：政策金利 2%に据置、11 月：輸出 2.1%

減、輸入 4.0%減、 

-台湾：11 月：鉱工業生産 6.8%増､輸出 3.7%増、 

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：11 月：車販売 34.6%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ： 11 月：消費者物価 6.2%高 1.4 ﾎﾟ上昇、

車販売 18.4%減､ 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：11 月：車販売 57.2%増 

-ﾀｲ：10 月：車生産 14％減､11 月：車販売 21.8%減 

-ﾏﾚｰｼｱ：10 月：車販売 5.9%増 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ：11 月：79.7%増 

-ｲﾝﾄﾞ：11 月：車販売 6.1％増 

-株価：上海 7 日 3,373、１9 日

3,116､23 日 3,351 

-中国：23 日公開オペ資金供

給､10-12 月：GDP 7.3%、12

月：輸出 9.7%増、輸入 2.4%減、

新車販売 12.9%増、製造業景

況感 50.1､ 0.2 ﾎﾟ下､14 年：GD

P 7.7%､投資 15.7%､小売 12%増

-韓国：12 月：輸出 7.1%増、

10-12 月：GDP 0.4%営業益：ｻ

ﾑｽﾝ 37%減､ 

-台湾：12 月：鉱工業生産 7.3%

輸出 2.8%減､海外受 4.5%増 

10-12 月：純益 HTC 49%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：12 月：消費者物価

8.4%高、車販売 19.3％減､ 

-ｲﾝﾄﾞ：15 日：政策金利 0.25%

引下げ 7.75%へ、12 月：車販

売 12％増 

-ｲﾝﾄﾞ：12 月：車販売 11.7％増 

（前々月）・中国は 7-9 月GDP7.3%とほぼ横這､設備

投資高水準も不動産投資落込､車販売伸び率低下

も消費は二桁維持､輸出やや鈍化､工業生産 7%台

減速､企業業績車・ＩＴ好調､株価回復傾向｡韓国､輸

出ﾏｲﾅｽへ､企業業績悪化で経済対策｡台湾､輸出

鈍化･生産回復､企業業績好調｡その他の直近の

GDP､ﾍﾞﾄﾅﾑ 6％台、ﾏﾚｰｼｱ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 5％

台成長｡ｼﾝｶﾞ 2%台、ﾀｲ 1%台成長｡ｲﾝﾄﾞは物価高騰

も車販売回復傾向､消費､投資増で 5％台成長 

（前・今月）・中国は10-12 月GDP7.3%と横這、設備

投資高水準も不動産投資落込､車販売二桁増へ､

消費は二桁維持｡輸出回復､工業生産 7%台減速､企

業業績は車・ＩＴ好調｡株価大幅回復｡韓国､輸出再

びﾌﾟﾗｽへ､企業業績悪化で経済対策｡台湾､輸出鈍

化･ 生産好調 ､企業業績好調｡その他の直近の

GDP､ﾍﾞﾄﾅﾑ 6％台、ﾏﾚｰｼｱ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 5％台

成長｡ｼﾝｶﾞ 2%台、ﾀｲ 1%台成長｡ｲﾝﾄﾞは物価高騰も車

販売回復傾向､消費､投資増で 5％台成長 
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-GDP：7-9 月上方修正 前期比年率 5.0%増､設備投資 8.9%増 

-景気：10 月：製造業景況感 59､2.4 ﾎﾟ上昇 

-株価：３日 17,366、27 日 17,871､28 日 17,828 

-雇用：10 月：失業率 5.8%､0.1 ﾎﾟ改善、 

-所得：10 月：個人所得前月比 0.2％増 

-消費：10 月：個人消費 前月比 0.2%増、小売売上 4.1%増､前月

比 0.3％増､新車販売 6.1%増 128 万台､新築販売 1.8%増､住宅

着工 7.8％増 

-受注：10 月:耐久財受注前月比 0.4％増 

-生産：10 月：鉱工業 4.0%増、前月比 0.1％増 

-貿易：10 月：輸出：1.8%増、輸入 3.3%増、 

-収益:8-10 月：純益:ｼｽｺ 8%減、HP6%減、 

-投資：10 月：設備稼働率 79.3% 

-財政・金融：FRB 利上げ来年 4 月以降 

-景気：17 日 FRB､消費緩やかに回復､投資改善傾

向､11 月：製造業景況感 58.7､0.3 ﾎﾟ上昇 

-株価：5 日 17,958、16 日 17,068､26 日 18,053 

-雇用：11 月：失業率 5.8%前月比横這､32 万人増 

-所得：11 月：個人所得前月比 0.4％増 

-消費：11 月：個人消費 前月比 0.6%増 10 か月＋、

小売売上 5％増､前月比 0.7％増､新車販売 4.6%

増､新築販売前月比 1.6%減､住宅着工同 1.6%減 

-受注：11 月:耐久財受注前月比 0.7%減 

-生産：11 月：鉱工業前月比 1.3%増、 

-貿易：11 月：輸出 0.02%減、輸入 1.8%増、 

-収益:9-11 月：最終損：ﾌﾞﾗｯｸﾍﾞﾘｰ 177 億円 

-投資：11 月：設備稼働率 80.0% 

-景気：15 日 FRB､経済拡大 

-株価：8 日 17,907､15 日

17,320､23 日 17,672 

-雇用：12月：失業率5.6%､0.2

ﾎﾟ改善 25.2 万人増 

-消費：12 月：小売売上前月

比 0.9%減､新車販売 10.8%増､

住宅着工 5.3%増､前月 4.4%

増､中古販売3.5%増前月2.4%

-生産：12 月：鉱工業 4.9%増､

前月比 0.1%減、 

-収益:10-12 月：純益:主要

500社4%増､ｲﾝﾃﾙ39%増36.6

億㌦、IBM 11%減 6400 億円 

GE 61%増 51 億㌦ 

-投資：12 月：稼働率 79.7% 

（前々月）・GDPは 7-9 月前期比 3.9％増。失業率

5.8％で改善傾向。所得改善等で住宅高水準も鈍

化､車販売も回復傾向、個人消費は堅調｡輸出は回

復傾向､生産・投資堅調。景気は消費､輸出､生産､

投資とも堅調。企業収益 7-9 月 10％増と回復､ｼｽﾃ

ﾑ・電子部品等好調､他方､一部車､ＩＴ関連減速｡ 

株価最高値から石油・ﾛｼｱで下落傾向。成長持続､

雇用拡大が課題。金融緩和引締めが懸念材料｡ 

（前・今月）・GDPは 7-9 月前期比 5.0％増。失業率

5.6％で改善。所得改善等で住宅投資堅調､車販売

も二桁増回復、個人消費は堅調｡輸出は鈍化､生

産・投資堅調。景気は消費､輸出､生産､投資とも堅

調。企業収益 10-12 月 4％増と拡大維持､ｼｽﾃﾑ・電

子部品等好調､他方､一部車､ＩＴ関連減速｡株価は

石油・ﾛｼｱ等でやや低下も 17 千円後半維持。成長

持続､雇用拡大が課題。金融緩和引締が懸念材料｡ 
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-GDP：7-9 月：0.8%増､前期比 0.2%増､投資 0.2%減､消費 0.5%､

輸出 0.8% 

-景気：10 月：景況感 100.7､0.8 ﾎﾟ改善 

-財政・金融：８日ｷﾞﾘｼｬ財政問題再燃ＥＵ支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､27 日

EU､今後 3 年間で 46.3 兆円支援 

-株価：4 日 6,453、21 日 6,750、28 日 6,722 

-雇用：ﾛｰﾙｽﾛｲｽ今後 1.5 年で 2,600 人削減、10 月：失業率ﾕｰ

ﾛ 11.5%横這､独 5.0%、仏 10.2%、伊 13.3%、ｽﾍﾟｲﾝ 24.0%、蘭 6.5%

横這、ﾎﾟｰﾗ 8.3% 

-消費：10 月: 小売売上高：ﾕｰﾛ 1.6%増、独 2.1%増､仏 0.6%増､

英 4.4%増、ｽﾍﾟｲﾝ 0.8%増、蘭 1.6%増、ﾎﾟｰﾗ 0.6%増、新車登録：

欧州 6.0%増､独 3.7%増､仏 3.8%減､英 14.2%増､伊 9.2%増､ｽﾍﾟｲ

ﾝ 26.1%増､蘭 2.5%減､ﾎﾟｰﾗ 8.8%増､ 

-生産：10 月:鉱工業:ﾕｰﾛ 0.8%増､独 1.3%増､仏 1.1％減、英

0.6%増､伊 3.0%減､ｽﾍﾟｲﾝ 1.4%増､蘭 1.3%減､ﾎﾟｰﾗ 1.7%増 

-貿易：10 月: ﾕｰﾛ輸出 4%増､輸入 0%増 

-投資：VW15～19 年に 12.5 兆円投資 

-財政・金融：５日 ECB 過去最低政策金利 0.05%据

置､12 日域内銀行 19 兆円低利融資 

-株価： 5 日 6,742、15 日 6,182､29 日 6,653 

-雇用：11 月：失業率ﾕｰﾛ11.5%横這､独 5.0%横這、

仏 10.3%、伊 13.4%、ｽﾍﾟｲﾝ 23.9%、蘭 6.5%横這、ﾎﾟ

ｰﾗ 8.2% 

-消費：11 月: 小売売上高：ﾕｰﾛ 1.5%増、独 2.3%

増､仏 0.7%増､英 6.8%増、ｽﾍﾟｲﾝ 2.1%増、ﾎﾟｰﾗ 1.9%

増、新車登録：欧州 1.1%増､独 1.8%減､仏 2.7%減､

英8.0%増､伊5.0%増､ｽﾍﾟｲﾝ17.4%増､蘭19.5%減､ﾎﾟ

ｰﾗ 1.0%増､ 

-生産：11 月:鉱工業:ﾕｰﾛ 0.4%減､独 0.5%減､仏

2.9％減、英 0.9%増､伊 1.8%減､ｽﾍﾟｲﾝ 0.4%増､蘭

3.5%減､ﾎﾟｰﾗ 0.3%増 

-貿易：11 月: ﾕｰﾛ輸出 1%増､輸入 2%減 

 

 

-財政・金融：17 日ｷﾞﾘｼｬ大手

銀２行支援要請 

２２日 ECB 量的金融緩和導

入①３月～毎月８兆円買取､

ｷﾞﾘｼｬ国債､資産担保債権 

-景気：6 日ﾕｰﾛ安､ｷﾞﾘｼｬ政

局不安 

- 株 価 ： 6 日 6,366 ､ 22 日

6,796 

-消費：12 月：新車登録：欧州

５%増､独 6.7%増､仏 6.8%減､

英 8.7%増､伊 2.4%増､ｽﾍﾟｲﾝ

21.4% 増 ､ 蘭 6.4% 減 ､ ﾎ ﾟ ｰ ﾗ

10.3%増､ 

 

（前々月）・GDP7-9 月ﾕｰﾛ 0.8%増､6 四半期微増｡失

業率は高水準横這｡自動車販売は回復傾向維持､

消費は英仏独を中心にﾌﾟﾗｽも微増､輸出回復傾向､

投資は停滞､生産は仏､伊､蘭が減少し微増へ｡景気

は消費､生産が弱く伸び悩み｡ECBは金融政策実

施｡企業業績は自動車､ｼｽﾃﾑとも総じて好調｡株価

67 百台回復後急落｡高水準の失業率の低下､景気

回復が課題｡ｳｸﾗｲﾅ問題､景気下振れが懸念材料 

（前・今月）・GDP 7-9 月ﾕｰﾛ 0.8％増､6 四半期微

増。失業率は高水準横這。自動車販売は回復傾向

維持､消費は英独仏を中心にﾌﾟﾗｽも微増､輸出回復

傾向､投資は停滞､生産は仏､伊､独､蘭が減少し微

減へ｡景気は消費､投資､生産が弱く伸び悩み｡ECB

は 3 月より量的金融緩和決定｡企業業績は自動車､

ｼｽﾃﾑとも総じて好調。株価下落後 67 百台回復。 

高水準の失業率の低下、景気回復が課題｡ｳｸﾗｲﾅ

問題､ｷﾞﾘｼｬ政局､景気下振れが懸念材料 

中

東

ｱﾌ 

-ﾄﾙｺ：10 月：新車販売 14.7%増 6.9 万台、消費者物価 8.96%増、

7-9 月：GDP 1.7%増､輸出 8％増､消費支出 0.2％増 

-南ア：10 月：新車販売 4.9%増、5.9 万台 

-ｹﾆｱ：7-9 月:GDP 5.5% 

-ﾄﾙｺ：11 月：新車販売 1.0%増 8.4 万台 

-南ア：11 月：新車販売 0.9%増、5.1 万台 

-ﾄﾙｺ：12 月：新車販売 13.5%

増 15.4 万台 

-南ア：12 月：新車販売 10.7%

増、5.1 万台 

･ｼﾘｱ､ｲﾗｸ､ﾘﾋﾞｱ､南ｽｰﾀﾞﾝ等で政情不安定｡ｲﾗﾝ､ｴｼﾞ

ﾌﾟﾄ､ｱﾙｼﾞｪﾘｱ安定化傾向｡ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ､UAE､ｸｳｪｰﾄ､

ｵﾏｰﾝは安定成長｡ﾄﾙｺ１%台成長｡南ｱ､物価高､金

利上げで1%台成長｡中東･ｱﾌﾘｶ政治情勢の安定化､

ｴﾎﾞﾗ熱拡大阻止が課題 

中

南

米 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：10 月：新車販売 7.1%減、30.7 万台 

-ﾒｷｼｺ：10 月：新車販売 14.3%増 10.1 万台 

-ﾁﾘ：10 月：新車販売 18.9%減 2.5 万台 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：3 日政策金利 0.5%引上 11.75%へ、11 月：

新車販売 2.7%減、消費者物価 6.5％以上 

-ﾒｷｼｺ：11 月：新車販売 11.2%増 11.2 万台 

-ﾌ ﾞ ﾗ ｼ ﾞ ﾙ：21 日 政 策金 利

0.75%引上 12.25%へ、12 月：

新車販売 4.6%増、37 万台、 

- ﾒ ｷ ｼ ｺ ： 12 月 ： 新 車 販 売

11.7%増 13.3 万台 

･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ経済は米金融緩和縮小の影響､物価上昇

による金融引締め､消費､生産低迷でﾏｲﾅｽ成長。 

ﾒｷｼｺ経済は信用収縮も車販売急回復､輸出増等で

2％台成長回復｡  

経済回復が課題。 

露

東

欧 

-ﾛｼｱ：１日 1.5％利上げ年 9.5％へ資本流出阻止ﾍ､10 月：新車

販売 9.9%減、21.1 万台、10 ヶ月連続－、 

-ﾛｼｱ：12 日 1％､１6 日 6.5％利上げ年 17.0％へ、

11 月：新車販売 1.1%減、22.9 万台、11 ヶ月連続

－、 

-ﾛｼｱ：12 月：新車販売 2.4%

増、27.0 万台、1 年ぶりﾌﾟﾗｽ 

･ﾛｼｱは対ロ制裁､輸出減少､消費､投資､生産の低

迷､通貨防衛の金利引上でGDP1%以下の低成長｡

対ロ経済制裁の影響懸念､経済回復が課題｡ 


